










【要約】異物誤飲は、小児の事故の中で高い頻度を占めている。生後 5か月より発生し、

乳幼児での頻度が高い。今回、我々は小児の異物誤飲に関する保護者の意識および誤飲事

故の有無についてアンケートによリ調査した。

 対象となったのは 949 例で、男児 484 例、女児 465 例であった。誤飲の経験は 15.9%に

みられた。誤飲経験群は、非誤飲群に比べ、「不要な薬をすぐに捨てる」、「殺虫剤、医薬

品などを子どもの手の届かないところに保存している」で、はいという回答率が有意に低

かった。また、母親の喫煙率が有意に高かった。同胞に異物誤飲の経験がある群では誤飲

頻度が 35.0%と高く、同胞に誤飲経験がない群での誤飲頻度 9.7%と比較すると有意差を認

めた。

 今回の調査より、保護者の多くが、異物誤飲に注意していることが示されたが、誤飲事

故は 15.9%と高い。また、同胞が誤飲経験のある群での誤飲頻度は高く、異物誤飲にタバ

コが占める割合が大きかった。このような点から、誤飲事故を減少させるための安全教育

の必要性を再認識した。なお、今回 3～4 か月で安全教育を施行した群では、その劾果が

認められなかった。指導方法およぴ指導時期が適切であったかを再考する必要がある。


